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報道発表資料の配付日時 ２月１８日（金）１６時００分

発 表 項 目
令和４年度（2022年度） 地域政策推進事業（振興局独自事業）について

（ 行 事 名 ） ～檜山振興局分～

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

概 要 ■ 令和４年度（2022年度）、檜山振興局が取り組む地域政策推進事業
（振興局独自事業）について、次のとおり実施を予定していますので、
お知らせします。

【振興局独自事業】

個性ある地域づくりを推進するため、地域づくりの拠点である
振興局自らが、地域の関係者との連携・協働のもと、地域に根
ざした政策を進める事業

【１】地域創生推進事業

年 度 令和４年度 令和３年度 令和２年度

事業数 ４事業 ５事業 ４事業

予算額 ６，４９５千円 ８，７９５千円 １０，０５９千円

【２】地域政策コラボ事業

年 度 令和４年度 令和３年度 令和２年度

事業数 ３事業 ２事業 ３事業

予算額 ７，７６８千円 ６，１５５千円 ６，７８９千円

【合計】
７事業 １４，２６３千円

（事業詳細：別紙参照）

報 道 ( 取 材 )
に 当 た っ て
の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 檜山振興局地域創生部地域政策課（担当：課長 幅口）
（ 連 絡 先 ）

ＴＥＬ ダイヤルイン ０１３９－５２－１２５９
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○新は新たな取組 

【１】地域創生推進事業 

事 業 名 事 業 概 要 

 

○新ゼロカーボンひやま 

キックオフプロジェクト 

 

 予 算 額  3,200 千円 

 事業期間 R4～R7 

 所 管              環境生活課 

 

 

 

檜山地域における脱炭素化を地域一体となって進めるため、独自の削減目標

策定などにより脱炭素化への気運を醸成するとともに、地域プロジェクトの創

出などに取り組む自治体等を支援する。 

 

【脱炭素化への気運醸成】 

事  項 内     容 

CO2 排出状況の調

査・目標・ロードマ

ップ作成 

檜山管内の CO２排出状況(排出-吸収)を算出し、独自の削

減目標及びロードマップを作成するとともに、ひやまゼロ

カーボン宣言を行うなど管内の脱炭素を推進 

行政率先実行計画

の策定 

地域住民や団体、企業の模範として、行政機関職員の省エ

ネ行動や庁舎の ZEB 化、次世代公用車の導入を促進する

ための実行計画を策定 

２０５０年現役世

代への啓発 

企業や個人（児童生徒とその親世代を中心）と気候変動

に関する双方向のコミュニケーションを図ることで、参

加者に脱炭素化に向けた行動変容を啓発 

児童・生徒を中心

とした環境教育 

次代を担う児童生徒に環境教育を行い、脱炭素含めた環境

の保全などについて理解の促進を図り、児童生徒の自発的

な取組を促進 

 

【地域プロジェクトの創出支援】 

内     容 

「ひやまゼロカーボンネットワーク」を母体に、国や道の支援制度、先進事例

調査による知見などを活用し、管内自治体等が行う脱炭素に向けた先導的な取

組を集中的に支援 

 

【洋上風力発電誘致への取組強化】 

事  項 内     容 

導入効果、課題の

分析整理 

洋上風力事業と地域の共生に向け、先進地の取組事例等を

活用し、管内への導入効果を最大化するための地域貢献策

について整理 

説明会の開催 

再エネ海域利用法に基づく促進区域の指定に向け、地域に

おける気運醸成及び理解促進を通じて、合意形成を図るた

め、住民説明会・意見交換会を開催 

 

 

令和４年度（2022 年度） 地域政策推進事業（振興局独自事業）一覧 ＜檜山振興局＞ 
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○新ひやまワーケーション

プロジェクト 

 

 予 算 額 1,200 千円 

 事業期間 R4～R5 

 所 管 地域政策課 
 

檜山地域の強みを活かした独自のワーケーションプラン構築し、大都市圏の

企業等から人を呼び込むことで交流人口・関係人口の創出･拡大につなげる。 

 

事  項 内     容 

協議会等の開催 
檜山管内町を構成員とする協議会を母体とし、ワーケーション 

プランの構築やモデル事例の創出･横展開等を実施 

モニターツアーの 

実施 

管内の施設･観光資源を活用したモニターツアーの実施により、

参加者から情報収集を行い、結果をワーケーションプラン等に 

反映 

ワーケーション 

ＰＲ 
大都市圏の企業に対し、檜山でのワーケーションを PR 

 

 

○檜山農業スタイル確立 

事業 

 

 予 算 額  1,720 千円 

 事業期間 R2～R4 

 所 管 農務課 

 

 

  

小規模家族経営による持続可能な檜山農業スタイルを確立するため、スマー

ト農業技術の導入による省力化、次世代を担う意欲的な人材の育成や、農福連

携を推進することにより、農村地域の活性化を図る。 
 

 

事  項 内     容 

スマート農業技術 

確立事業 
・ スマート農業の実証試験・効果検証・普及促進を実施 

次世代を担う意欲的

な人材の育成事業 

・ 小学校、高校への出前事業の実施 

・ 青年農業者や女性農業者等の活躍促進に向けた研修会の開催 

生き生きと活躍でき

る社会の創設事業 
・ 農福連携を推進する関係者の交流会等を開催 

 

○檜山の林業再生支援 

事業 

 

 予 算 額  375 千円 

 事業期間 R2～R6 

 所 管 林務課 
 

森林づくりを支える担い手の確保・育成や、地域材である道南スギの利用拡

大、当管内に古くから根付くヒバ（ヒノキアスナロ）の再生支援など、檜山の

林業再生に向けた総合的な取組を実施する。 

 

事  項 内     容 

林業担い手の確

保・育成 

・ 新規就業者確保に向けたｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや仕事説明会等の実施 

・ 若年労働者育成に向けた技術研修会等の開催 

スギの地域利用拡

大に向けたＰＲ 
・ 建築関係者と連携したイベント等でのスギのＰＲ 

ヒバ資源再生に向

けた検討 
・ 資源再生に向けた検討チームの設置 

林業再生に向けた

ビジョンの検討 

・ 管内の人工林の林業再生に向けたビジョンの検討・林

齢構成平準化に向けた検討会の開催 
 

合  計 ６，４９５千円（４事業） 
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【２】地域政策コラボ事業 

事 業 名 事 業 概 要 

 

○新「交流と再発見」 

小さなひやまの大きな

宝探しプロジェクト 

 

 予 算 額  2,700 千円 

 事業期間 R4～R6 

 所 管              商工労働観光課 

 

 

新型コロナウイルス感染症の流行や管内の主要国道 229 号通行止めの影響を
受けている檜山の観光・交流の底上げを図るため、管内各町と連携し、ウィズコ
ロナの視点に立った誘客・交流促進の起爆剤となるキャンペーンや、広域観光ル
ートの開発・PR、地域の強みを活かした観光コンテンツの磨き上げを行う。 

 

事  項 内     容 

観光・交流促進 

キャンペーン 

檜山北部・南部・奥尻島を周遊し、地域の観光コンテンツ

の利用を促進するキャンペーンを実施 

新たな広域観光 

ルートの開発 

旅行会社等との連携による新たな観光資源の掘り起こし

とＰＲを実施 

ドローン撮影 

コンテスト 

檜山の魅力をドローンで撮影した動画コンテンツを地域

内外から募集するコンテストを実施 
 

 

○新「ひやまの食と観光」
魅力向上･創出事業 

 

 予 算 額 3,100 千円 

 事業期間 R4～R8 

 所 管                 商工労働観光課 
 

檜山管内の食と観光産業の魅力向上を図るため、関係機関等と連携し、地域資

源の魅力を最大限に活用した商品の磨き上げや販路拡大の支援、人材育成、ＳＮ

Ｓ等を活用した情報発信やプロモーション等の実施により地域経済の活性化を

図る。 

 

事  項 内     容 

アドベンチャートラ

ベル向け周遊ルート

づくり 

・ ATWS2023 を契機として、近隣振興局との連携によりアドべ 

ンチャートラベル向けの周遊ルートを構築 

人材育成 
・ 体験観光ガイド育成等を目的とした勉強会の開催 

・ 地域フード塾ＯＢを対象としたマーケティング勉強会の開催 

・ 発信力のある料理人等を対象とした産地見学会の実施 

商品開発 
・ 新たな観光コンテンツの掘り起こしを実施 

・ 管内の優れた農林水産物を活用した新商品開発を支援 

・ 調理学校等と連携した料理コンクールの開催 

認知度向上 
販路拡大 

・ 公式ＳＮＳ「北海道・檜山の旅」を活用した情報発信 

・ 道内外のどさんこプラザ、百貨店等と連携した物産展開催に

よる販路拡大及びＰＲの実施 
 

 

○檜山地域関係人口創出
事業 

 

 予 算 額 1,968 千円 

 事業期間 R2～R4 

 所 管 地域政策課 
 

持続可能な地域社会を実現するため、各町と連携した広域的な移住･定住プロ

モーションの実施により関係人口の創出を図るほか、檜山地域の将来を担う人

材の育成を図る。 

 

事  項 内     容 

移住・定住プロモー

ション活動事業 

・ 檜山地域の知名度向上を図り、移住・定住を促進するために、 

管内各町と連携し、首都圏の移住イベント等へ出展するなど、

プロモーションを実施 

地域おこし協力隊 
地域力促進事業 

・ 管内の地域おこし協力隊向け研修会を開催 

・ 管内外の地域おこし協力隊等と交流事業の実施 

次世代を担う 
人づくり事業 

・  次世代を担うリーダーを育成するために、交流会及び地域 

リーダー育成セミナー等を開催 

歴史文化交流 
連携促進事業 

・ 伝統芸能・食文化等の交流事業の実施・支援 

 

合  計 ７，７６８千円（３事業） 

 


